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今月のテーマ『乳乳ががんん～検診・検査で早期発見～』 
 

 

 

ここ３０年、食生活やライフスタイルの変化などに伴い、２０人に１人が乳がんにかかると言われる

ほど急増しています。乳がんは早期に発見し適切な治療を受ければ、９０％以上が治せる病気と言われ

ており、そのためには乳がん検診が重要と言われています。１０月は乳がんの早期発見、早期治療を啓

発するための『乳がん月間』です。今回は自己検診と乳がん検診を中心にご説明します。 

 

乳がんとは 

乳がんとは乳房の中の「乳腺」にできるがんの総称で、がんが乳管や小葉にとどまっている「非浸潤が

ん」と、乳管や小葉の外にも広がっている「浸潤がん」に大別されます。「非浸潤がん」は乳管内にと

どまっている段階であればほぼ治ると言われており、「浸潤がん」は転移や再発の可能性が高いと言わ

れています。発生しやすい場所としては一番多いのが乳房の外側の上部（全体の約５０％）、次に内側

の上部（約３０％）、外側の下部（約１６％）、乳首周辺（約９％）、内側の下部（約９％）と続きま

す。 

 

検診について 

乳がんは検診をきちんと行えば小さなしこりでも発見できるため、定期的に検診をして早期に受診する

ことが大切です。検診には自己でできるものと、検査にて行うものがあります。 

１． 自己検診 

乳がんは身体の表面に近い部分に発生するため、観察したり触れたりすることで自分でも見つけ

ることができる数少ないがんのひとつです。そのため自己検診で自分の乳房をよく観察して、普

段の状態を知っておくことが大切です。 

（１）自己検診のポイント 

自己検診は１ヶ月に１回行います。 

例）閉経前の方･･･月経が終わってから１週間の間 

閉経後の方･･･月１回決まった日（毎月１日など） 



（２）検診方法 

① 鏡の前で腕を上げた状態と下げた状態で行います。 

② ４本の指をそろえて乳房に当て、滑らせるようにしてわきの下から乳首までさわり、しこ

りや硬くなっているところはないか、乳首をつまみ乳首から分泌物が出ないかを観察しま

す。 

③ 鏡を見て乳房のひきつれ、くぼみ、乳輪の変化、乳房や乳首の形や色に変化がないか、ま

た左右を比較して乳頭の位置にずれがないか観察します。 

 

２． 乳がん検診 

症状がなくても定期的に乳がん検診を受けることが大切です。無症状のうちに検診を受ければ、

早期の乳がんが発見される可能性が高くなります。自治体による検診は４０歳以上対象で隔年に

行うところが多いようですが、できれば年に１回自主的に受けることが望ましいと言われていま

す。一般に自治体や人間ドックなどで行われる検診には、「視触診」、「超音波検査」、「マン

モグラフィ検査」の３種類があります。 

（１）視触診 

医師が目で観察をし、触診でしこりがないか、リンパ節が腫れてないか調べます。身体への負

担はかかりませんが、発見できるのはある程度大きくなったしこりです。 

（２）マンモグラフィ検査 

マンモグラフィ検査は乳房をプラスチックの板にはさんで、Ｘ線装置で乳房全体を撮影する検

査です。視触診だけでは発見できないしこりや、石灰化のある小さながんの発見に適していま

す。しかし、乳腺密度の高い人や若い人はわかりにくいことがあるので、その場合は超音波検

査を併用することもあります。乳房をはさんで平たくするため痛みを伴う場合があるので、乳

房の張りがない月経が終わって１週間の間に受けられるのがよいでしょう。 

（３）超音波検査 

超音波を利用した画像検査です。医師の視触診などでは発見できないしこりや、見つかったし

こりが良性か悪性かを診断する場合に用いられます。Ｘ線を使わないので、身体への負担は軽

く痛みもありません。乳腺密度の高い人や若い人、妊娠している人への検査に適していると言

われます。 

厚生労働省は「視触診」と「マンモグラフィ検査」を乳がんによる死亡率を減少させる検診と

して推奨しています。またこれらの検査で乳がんが疑われる場合は、細胞診・組織診・ＭＲ

Ｉ・ＣＴ・センチネルリンパ節生検などの精密検査を行います。 

 

終わりに 

乳がんを早期発見するには、乳がん検診を定期的に受けるとともに、自己検診を習慣づけることが大切

です。自己検診して普段の乳房の状態を把握しておくとよいでしょう。 

そして、自己検診でしこりが見つかったり、乳がん検診などで異常が見つかったりして再検査の指示が

あった場合は、乳がん専門医がいる外科や乳腺外科などを受診しましょう。 
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